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今日は、２人の人物を紹介します。

１人目はドイツの体操競技のマルセル・ニューエン選手です。ニューエン選手は、２０１２年のロン
ドンオリンピックの個人総合で日本の内村航平選手に続いて銀メダルに輝いたアスリートです。彼
のモットーは、「Pain is temporary, pride is forever “痛みは一瞬、誇りは一生”」だそうです。

私事ですが、知人の小学校２年生の息子さんと一昨年の小川和紙マラソンの親子マラソンの部
に出ることになったことをきっかけにこの２年ほど、ジョギングに取り組んでいます。はじめは、短い
距離を走ることしかできなかったのですが、続けているうちに次第に長い距離、長い時間を走り続
けることができるようになりました。１２月２４日の終業式の日に「冬休みの間に１００ｋｍ走る」とい
うわたしにとってはとても大きな目標を立てました。学校の仕事や家庭での役割もあったので「無
理かな」とも思ったのですが、１５日間に１１回のアクティビティを実施してちょうど１００ｋｍを走るこ
とができ、大きな達成感を味わうことができました。わたしの１００㎞は、お正月に活躍した箱根駅
伝の選手などの本格的なランナーが走る距離とは比べ物になりませんが、苦しみに耐えて目標を
達成できたことは、私のひそかなプライドです。

あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。

ニュース等でご存じのことと思いますが、新型コロナウイルス感染症は
ますます拡大し、１月６日には、全国で６０００人を超える新規感染者を
数えるほどになりました。２学期が始まった８月２４日には、５００人でし
たので猛烈な勢いで感染が広がっていると言えます。「猖獗」という言葉
があります。「悪いことがはびこり猛威を振るう」という意味ですが、正に
「猖獗を極める」といった状況です。

宮前小学校の皆さんは、冬休み中、健康安全に気を付けた生活をして
いただきました。大きな事故の連絡もありませんでした。学年の締めくく
りの３学期も、「学校での新たな生活様式」で基本的な感染症対策に努
めるとともに交通安全を心がけ、元気に学校生活を送ってほしいと思い
ます。

ニューエン選手は、２０１６年のリオデジャネイロ五輪
では、メダルには届きませんでしたが、「体操はいわゆ
る主観的なスポーツですので、常に試合時には多少の
運も必要となってきます。メダルは取れませんでしたが、
私の平行棒演技と各々のフォルムは、世界でもトップク
ラスであると確信しています」と語っています。競争相手
に勝つことだけでなく、自分の目標を達成することが大
切ということだと思います。



令和３年が始まりました。まだ何も描かれていない真っ白な１年が、みなさんの前に広がっています。
この１年どんな目当てをもって、どんなことをがんばるのでしょうか。真っ白な１年にどんな絵を描くか
は皆さん次第です。どうか素敵な一年にしてください。

２人目は、アメリカの１５歳のギタンジャリ・ラオさんです。ラオさんは、アメリカの有名なニュー
ス雑誌のタイム誌が選んだ２０２０年の「キッド・オブ・ザ・イヤー」です。「キッド・オブ・ザ・イ
ヤー」は、アメリカ合衆国で最も影響力のあった子どもに贈られる賞です。ラオさんは、１１歳の
時に水の鉛汚染を簡単に検知できるキットを発明しました。また、インターネット上のいじめを予
防しようと、人工知能（ＡＩ）の技術を使って、いじめに使われる可能性がある単語をネット上で送
信前に探知して別の言葉に置き換えるよう提案するアプリ「カインドリー」を開発しました。ラオさ
んは「私たちは、これまでにはなかった問題に遭遇する時代に生きています。それらの問題を
できるだけ早く解決するのが自分たちの義務だと思っています。私は世界を共同体として見て
います。私たちはそれぞれ、自らの役割を担っています。世界の問題を解決して根絶するため
に、私はより大きな役割を担いたいし、解決策を見つけたいとも思います」と語っています。また、
そうした問題解決のためには、「観察、ブレインストーミング、調査、構築、コミュニケーション」と
いう思考プロセスが大切だとしています。すごいですよね。ギタンジャリ・ラオさんの記事は、校
長室前に掲示しましたので興味がある人は見てください。

最後に、徳丸 邦子さんの「しんねん」という詩を紹介します。

しんねん 徳丸邦子

ひがしのそらに まっさらのつきが
あらいたてのかおして すましてる
一がつ一たち ごご四じはん

きのうときょう 一にちちがうだけで
どうしてこんなにちがうんだろう
きのうはおわりってきがした
きょうははじまりってきがする

おとそをのんで ほんのちょっぴり
ほっぺたをあつくして あたらしいきょうと
ともだちになる
まっしろなしんねんに

ぼくはどんなえをかこうかな

（３学期始業式の言葉より）


